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◆改版履歴

版 数 日 付 内 容 
Version 1.0 2015/08/17 初版発行 

◆本書の表記
本書では説明する内容によって以下のアイコン、記号を使用しています。

アイコン／記号 説 明 

注 意 操作をするときに気をつけることを記載しています。 

Point 操作をするときの補足となることを記載しています。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
•本書の著作権は、株式会社シンメトリックが所有しています。

•本製品の仕様および本書の内容に関しては、将来予告無しに変更することがあります。

• Windows の正式名称は、Microsoft ® Windows ® Operating System です。

• Microsoft ®、Windows ®、Windows ® 8.1、Windows ® 8、Windows ® 7 は、米国 Microsoft Corporation の米国および、その他の

国における登録商標または商標です。

•その他、記載の会社名、商品名、ロゴは各社の登録商標または商標です。

•製品の仕様および機能は、改良のため予告なく変更させていただく場合があります。 ―――――――――――――――
―――――――――――――――――――――――――――――――
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1. GeneCodeIDEについて 
GeneCodeIDEを使用するうえで必要な情報と、GeneCodeIDEの概要を説明します。 
 
◆ GeneCodeIDEで使用する用語 

用語 説 明 
テンプレート PC 用サイトをスマートフォン用サイトとして表示するための情報を記載し

た HTMLデータ 
パターンファイル 新規でテンプレートを作成する際に使用するテンプレートのベースとなるフ

ァイル 
PostJS JavaScriptの実行タイミングを監視し、任意のタイミングで「差し込み処理」

を行う機能 
GCスクリプト テンプレート中に GeneCode２のサーバー上で実行させる JavaScript を記

述するために用いるスクリプト 
パーツ GCスクリプトをコンポーネント化して、PCサイトコンテンツを簡単に特定

の HTML構造に変換し、出力するためのツール 
コードスニペット 良く使う GCスクリプトや HTMLを簡単に挿入できるようにあらかじめ用意

されたコードの断片 
プロジェクト 開発を行う単位 

複数のプロジェクトを管理し、切り替えながら複数サイトの変換が可能 
マッピング PCサイトの URLとテンプレートを紐づける機能 
コントローラー URL だけではテンプレートが決定しない場合に使用するマッピング用の

JavaScriptファイル 
エラーコントローラー 400以外のエラーステータスコードを受け取った時にだけ使用されるコント

ローラー 
モード ステージでの作業状態 
ステージ 各モードで行う操作をグループ化した処理単位 
リモコン 各ステージを移動する操作パネル 
リサイクルコンテンツ GeneCodeIDEに取り込んだ（保存した）PCサイトコンテンツ 
メタ情報ファイル リサイクルコンテンツのメタ情報を保持するファイル 
スター URLリスト中の重要な URLに付ける★マーク 
カラー URLリストをフィルタリングする際に使用するグルーピング用の色情報 
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1.1. GeneCodeIDEの役割 
GeneCodeIDEは、GeneCode2で使用するテンプレートなどを開発するための開発エディターおよびテ
ストビューアーと、GeneCode2開発版サーバーの機能を持つ統合開発環境です。 
GeneCode2開発版サーバーは、フォワードプロキシとしても使用されます。 
 

 
 

 注 意 
 GeneCodeIDEのフォワードプロキシ設定 

GeneCodeIDEのフォワードプロキシ設定は、localhostのポート番号が「8080」で固定となり、変更で
きません。この設定は GeneCodeIDE のみに適用され、その他のブラウザー、GeneCodeIDE 起動前の
Firefoxでは、通常通りのアクセスを行います。 

 
フォワードプロキシはすべての URL に適用されるため、変換対象のホストとして登録すればどの URL
に対しても PC用サイトからスマートフォン用サイトに変換が可能です。 
 
◆ 変換後の URLについて 
GeneCodeIDEでは、変換後の URLで使用するホスト名が自動で作成・設定されます。 
設定されるホスト名は、変換対象ホスト名のサブドメインに「sp」が付いたものになります。 
 

 例） symmetric.co.jp → sp.symmetric.co.jp 
 

ホスト名は、最初のテンプレートファイル保存時に自動で作成され、変更する場合は、GeneCodeIDE 
設定画面の「サイト URL」で行います。 
ホスト名は、変換元と同一の名前を使用することも可能です。 
また、表示された項目の先頭にあるボタンをクリックすると、手動での新規ホストの追加または削除が
できます。 
 

 

JS 

<script> 

インターネット 

Webサーバー 

GeneCode2 
開発版サーバー 
（Apache） 

フォワードプロキシ 

開発エディター& 
テストビュー 

（Firefox Portable） 

Windows 環境（ローカル） 

テスト 開発 テンプレート／PostJS CSS 

{…} HTML 

< / > 
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◆ 変換元サイトの Basic認証について 
変換元の PC用サイトに Basic認証が設定されている場合は、［Basic 認証 ID］および［Basic認証パス
ワード］に IDとパスワードを入力することで、認証を行わずに画面を表示できます。 
 

 
 

 注 意 
 設定画面「サイト URL」の Basic認証項目について 
［Basic認証 ID］および［Basic認証パスワード］は、変換元の PC用サイトに Basic認証が設定されて
いる場合に使用する項目です。 
変換後のスマートフォン用サイトに Basic認証を設定する項目ではありません。 
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1.2. GeneCodeIDEの構成 
GeneCodeIDEは、2つのモードと 4つのステージで構成されています。 
 

 モード：ステージでの作業状態 

 ステージ：各モードで行う操作をグループ化した処理単位 
 
◆ GeneCodeIDEの開発単位 
GeneCodeIDEではプロジェクト単位で開発を行います。 
複数のプロジェクトを管理し、切り替えながら複数のサイトを変換できます。 
また、1 つのプロジェクトでは 1 つ以上のホストを管理できます。例えば、http と https で別のホスト
になるサイトや、複数のホストからなるサイトも 1つのプロジェクトで管理できます。 
 

 
◆ プロジェクトのディレクトリ構成 
開発に使用するプロジェクトディレクトリは大きく以下の 5つに分かれています。 
プロジェクトディレクトリの場所は「C:\genecode\projects\project1」になります。 
 

 appjs 
パーツ、プリプロセス、コントローラー、ユーティリティなどサーバーサイドで動作する
JavaScriptが配置されます。 

 conf 
テンプレートマッピングファイル（csv）および IDE設定ファイル（ide.gcl、gcparts.gcl）が
配置されます。 

 pattern 
テンプレートのひな型となるパターンファイルが配置されます。 
テンプレートで使用するパーツによって、使用するパターンファイルは変わります。 

 reuse 
URLリスト表示に使用するファイルが配置されます。 
過去に閲覧したページのソースファイルおよびメタ情報ファイルを合わせて保存しています。 

 template 
画像、CSS、PostJSファイル、クライアントサイドで動作する JavaScriptなどのスマートフォ
ン用リソース、変換用テンプレートファイル、および gclファイルが配置されます。 
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1.3. GeneCodeIDEのモードについて 
GeneCodeIDEには「ブラウズモード」と「開発モード」の 2つがあります。 
この２つのモードを切り替えてスマートフォン用サイトを開発します。 
 

 
 

 ブラウズモード： 
表示した PC 用サイトを保存（スナップショットを記録）し、リスト化して管理するモードで
す。アドレスバーからの URLの入力およびページ遷移を行えます。 
「URL設定ステージ」に移動した場合に、自動で移行します。 

 

 開発モード： 
ブラウズモードで決定（表示）した PC 用サイトに対するテンプレートなどを開発するモード
です。 
「サーバー変換ステージ」、「ブラウザー変換ステージ」、「デザインステージ」のいずれかのス
テージに移動した場合に、自動で移行します。 

 
◆ 2つのモードを利用する理由 
GeneCodeIDE では、「ブラウズモード」で開発前に対象の PC 用サイトを表示し、ページ全体を再利用
可能なファイル（再利用コンテンツ）として保存します。この再利用コンテンツに対し「開発モード」
で開発を行います。 
再利用コンテンツを利用した開発には以下のような利点があります。 
 
 通常は開発を行うごとに対象の URLまで遷移して開発する必要がありますが、このような手間
を省けます。 

 保存後にWebページに更新がかかった場合にも、保存済みの再利用コンテンツを利用すること
で、保存時点の状態を完全に再現します。 

 同一のページに対して複数の表示パターンが存在する場合（ECサイトなどの開発）でも、事前
に必要な表示パターンを取得しキャッシュすることで、開発に役立てることができます。 

 アクセスできる回数が限られたページ（「秘密の質問の入力」ページなど）の開発においても、
再利用コンテンツとして取得することで、スムーズな開発を行えます。 

 

また、ブラウズモード（URL 設定ステージ）のみで開発用ページの切り換えを可能とすることで、開発
モード内にある複数のステージが独立してページ遷移してしまい、現在どのページを開発しているのか
わからない、という状況を防止します。 
 

ブラウズモード 開発モード 

モード 

ステージ 

URL設定ステージ サーバー変換 
ステージ 

ブラウザー変換 
ステージ デザインステージ 
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 注 意 
 GeneCodeIDE上での画面遷移について 

GeneCodeIDEでは、ブラウズモード以外での画面遷移ができません。 
開発用ページの切り換えを行う場合は、「URL設定ステージ」へ移行してください。 
また、開発モードでテンプレートが開かれている場合は、テンプレート開発中と判断されるため、ブラ
ウズモードで開発用ページの切り換えを行っても、開発モードの画面に反映されません。 
開発モードでテンプレートが開かれている場合は、必ずテンプレートを閉じてからブラウズモードへ移
行し、開発用ページの切り換えを行ってください。 
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1.4. GeneCodeIDEの各ステージについて 
GeneCodeIDE は以下の 4 つのステージ（画面）で構成され、開発する内容により使用するステージが
異なります。 
 

 URL設定ステージ（ブラウズモード） 

 サーバー変換ステージ（開発モード） 

 ブラウザー変換ステージ（開発モード） 

 デザインステージ（開発モード） 
 
ステージは、実際に行われる PC用サイトの変換順序に沿って開発ができるよう配置されています。 
また、各ステージは自由に移動が可能で、移動には画面右下のリモコンを使用します。 
 

 
 

 注 意 
 各ステージでの開発時に Firefoxの DeveloperToolを使用する場合 

GeneCodeIDE を起動しているウィンドウ上で DeveloperTool を使用した場合は、正常に動作しない可
能性があります。 
GeneCodeIDE のプレビュー機能で別ウィンドウを表示し、別ウィンドウで DeveloperTool を使用して
ください。 

 
 

URL設定ステージ サーバー変換 
ステージ 

ブラウザー変換 
ステージ デザインステージ 

PC用サイト ➤ スマートフォン用サイト 変換順序 

テンプレート適用 PostJS実行 CSS/JS適用 
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1.4.1. URL設定ステージ（ブラウズモード） 
変換する PC用サイトを表示し、リスト化して保存します。 
また、開発完了後に「URL リスト」を使用したパターンテストや、スマートフォンを使用した実機テス
トができます。 
 

リストは、フィルタリングが可能で、自身の作成担当ページのみ、URL が同じで表示内容が異なるペー
ジのみなどのリストアップができます。 
リストのタイトル部分を編集することで、タイトルを元にしたリストアップもできます。 
 
◆ 画面構成 
URL 設定ステージは、「URL リスト」、「オリジンビュー」、および「変換ビュー」で構成され、「オリジ
ンビュー」に表示した PC用サイトが保存され、「URLリスト」に一覧表示されます。 
また、「URLリスト」で選択した PCサイトコンテンツが「サーバー変換ステージ」、「ブラウザー変換ス
テージ」、および「デザインステージ」での開発対象となります。 
 

 
 

 Point 

 スマートフォンでのプレビュー 
スマートフォンにフォワードプロキシの設定を追加することで、「変換ビュー」のプレビューをスマート
フォン端末で確認することも可能です。 
⇒ 操作方法については、「3.2.4. 実機テスト」を参照してください。 

 

 

URLリスト オリジンビュー 変換ビュー 

リスト化 表示 
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1.4.2. サーバー変換ステージ（開発モード） 
PC用サイトをスマートフォン用サイトに変換するためのテンプレートを開発します。 
また、PC用サイトの JavaScriptに書き込まれた URLや画像などのパスをスマートフォン用サイトの 
パスに置換する必要がある場合は、JavaScriptの置換ルールを作成します。 
 
テンプレートは、PC用サイトをスマートフォン用サイトで、どのように表示（レイアウト）するか、ど
のように動かすかを記述する HTMLファイルです。 
通常の HTML と、GeneCode2 独自のタグである GC スクリプト（gc-script）とパーツ（gc-parts）で
記述します。 
 

 GCスクリプト（gc-script） 
GC スクリプトは、テンプレート中に GeneCode2 のサーバー上で実行させる JavaScript を記
述するためのタグです。 
gc-scriptタグ内に記述する JavaScriptは、GeneCode2のサーバー上でのみ実行可能です。 
Webブラウザー上で実行される JavaScriptとは異なります。 

 パーツ（gc-parts） 
GCスクリプトをコンポーネント化して、PCサイトコンテンツを簡単に特定の HTML構造に変
換し、出力するためのツールです。 

 

 
テンプレート構成図 

GCスクリプト（JavaScript） 

JavaScript 
API 

独自 
API 

jQuery 
ライブラリ 

パーツ 

テンプレート 

HTML 

コンポーネント化 
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◆ GCスクリプトの実行順序 
GeneCode2 のサーバーでは、テンプレートに記述した HTML およびパーツは、スマートフォン用サイ
トへの変換時に GCスクリプトに置き換わり、すべてが GCスクリプトとして実行されます。 
GCスクリプトは、サーバーでテンプレートに記載された順に実行され、スマートフォン用サイト 
（出力用）の HTMLが生成されます。 
 
例） 
 テンプレートの記述： 

<p class="text1">テンプレートに書かれた HTML です</p> 
<gc-script> 
  $(‘#bar').remove(); 
  gcutil.toHtml(‘#foo'); 
<gc-script> 
<p class="text2">通常の HTML として出力されます</p> 

 

 サーバーでの変換時： 

gcutil.out(‘<p class="text1">テンプレートに書かれた HTML です</p>'); 
  $(‘#bar').remove(); 
  gcutil.toHtml(‘#foo'); 
gcutil.out(‘<p class="text2">通常の HTML として出力されます</p>'); 

 

 
◆ 画面構成 
サーバー変換ステージは、「オリジンビュー」、「テンプレート/サーバーJS エディター」、および「変換
Halfビュー」で構成され、「オリジンビュー」で選択した PCサイトコンテンツに対し、「テンプレート/
サーバーJSエディター」でテンプレートを開発します。 
「テンプレート/サーバーJSエディター」は、［ファイル］タブと［編集］タブで構成され、［ファイル］
タブでテンプレートファイルの操作を、［編集］タブでテンプレートの内容を編集します。 
 

 オリジンビュー テンプレート/サーバーJSエディター 変換 Halfビュー 

スクリプトの実行順 



GeneCode について 

 1-11 

1.4.3. ブラウザー変換ステージ（開発モード） 
PostJSによる JavaScriptプログラムを開発します。 
 

GeneCodeIDEでは、スマートフォンのWebブラウザー内で変換を行う JavaScriptコードを PostJSと
いいます。 
PC用サイトをスマートフォン用サイトへ変換するための開発を行う際、PC用サイトの JavaScriptが生
成するデータ構造とスマートフォン用サイトのデータ構造が異なる場合は、JavaScript の解析および移
植が必要でした。 
PostJSはこの移植コストを大幅に軽減する技術です。 
 

PostJS は、元のスクリプトの終了と同時に動くことで、元のスクリプトを変換したかのような効果を生
み出します。そのため、元のスクリプトが実行終了するタイミングを捉えて動作できるように、タイミ
ングの指定を行えます。 
 
例） 
 JavaScript埋込型の外部ASPサービスから生成されるコンテンツをスマートフォン向けに変換
する 

 Ajax のように Web ブラウザーで動的に生成されるコンテンツをスマートフォン向けに変換す
る 

 

 
 

 Point 

 PostJSの記述 
PostJSプログラムは 1つのテンプレートに対して複数の記述が可能で、実行タイミングをプログラムご
とに設定できます。 
また、PostJS プログラムはテンプレートに関連付けられているため、別のテンプレートで作成した
PostJSプログラムを編集中のテンプレートで使用する事はできません。 
作成した PostJSプログラムを別のテンプレートでも使用する場合は、改めて登録する必要があります。 

 
PostJS のファイルは、現在編集しているテンプレートファイルと同一のディレクトリに、“テンプレート
ファイル名”.gclとして保存されます。 
gcl ファイルは、GeneCode2 のサーバー上でテンプレートファイル実行時に処理され、スマートフォン
用（出力用）の HTMLに、PostJSプログラムを埋め込みます。 
 

Webページ表示 

HTML読み込み JavaScript実行 

PostJS実行 Webページ表示 

PC用サイトの処理 

スマートフォン用サイトの処理 
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◆ 画面構成 
ブラウザー変換ステージは、「変換 Half ビュー」、「PostJS エディター」、および「変換 End ビュー」で
構成され、「PostJSエディター」で PostJSを記述します。 
また、「変換 Half ビュー」で PostJS の実行前を、「変換 End ビュー」で PostJS の実行後を表示し、前
後を確認しながらの記述ができます。 
 

 
 

PostJSエディター 変換 Endビュー 変換 Halfビュー 
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1.4.4. デザインステージ（開発モード） 
スマートフォン用の CSSおよび JavaScriptを記述し、デザインを調整します。 
 

「ブラウザー変換ステージ」で編集する PostJSとは異なり、スマートフォンの Web ブラウザーで実行
するための通常の JavaScriptを作成、編集します。 
 
記述した CSSや JavaScriptは、読み込み順を入れ替えての実行が可能です。 
 

 Point 

 ファイル読み込み順の入れ替え 
読み込み順を入れ替えるには、「サーバー変換ステージ」で linkタグ、および scriptタグの順番を入れ替
える必要があります。 
⇒ 操作方法については、「6.2.2. CSS、JavaScriptのテンプレートへの適用（サーバー変換ステージ）」
を参照してください。 

 

 
◆ 画面構成 
デザインステージは、「変換 Endビュー」、「CSS/JSエディター」および「CSSプレビュー」で構成され、 
「CSS/JSエディター」で CSSと JavaScriptを記述します。 
CSSを記述した場合は、リアルタイムで「CSSプレビュー」に反映されます。 
※ JavaScriptは、リアルタイムで反映されないため、編集後、保存し「CSSプレビュー」をリロードし
てください。 

 

 
 
 

変換 Endビュー CSS/JSエディター CSSプレビュー 

反映 
(リアルタイム) 

編集 
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2. 共通操作 
GeneCodeIDEの各ステージで共通となる操作を説明します。 
 

2.1. 要素（コンテンツ）の抽出 
開発モードの各ステージのビューでは、セレクタを使用して抽出する要素（コンテンツ）を選択します。 
 

プレビューで要素をクリックすると、選択した要素の jQueryセレクタが上部の「セレクタ入力エリア」
に表示されます。 
また、セレクタで選択した要素の数（コンテンツヒット数）が［セレクタ入力エリア］の左に表示され
ます。 
 

 
 

 Point 

 セレクタを指定して要素を選択する 
セレクタ入力エリアに直接入力し、要素を選択することも可能です。 

 
 

セレクタの表示 

要素をクリック 
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 Point 

 その他の使用方法 
セレクタを使用した要素の抽出は、パーツ選択時だけでなく、GCスクリプトの jQueryで使用するセレ
クタのテストにも役立ちます。 

 
◆ 親要素を選択する 
マウスクリックだけでは選択できない、大きさを持たない要素などを選択する場合に使用します。 
 

1. 要素を選択した状態で、 （親要素を選択）をクリックすると 1つ上の親要素を選択できます。 
 をクリックするごとに 1つ上の親要素が選択されます。 

 
 
◆ 要素のソースを確認する 
パーツおよび GCスクリプト記述時、タグ構造を把握するために使用します。 
パーツは変換元のタグ構造によって使用できる種類が異なり、オプション調整が必要なものもあるため、
どのパーツが使用できるか事前にタグ構造を把握し、調査する必要があります。 
 

1. 要素を選択した状態で、 （ソース表示）をクリックすると要素の HTMLソースが表示されます。 
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3. URL設定ステージ 
URL 設定ステージでは、スマートフォン用サイトに変換する既存の PC 用サイトを GeneCodeIDE に取
り込みます。 
 

3.1. 操作画面について 
 

 
 

項 目 説 明 
URLリスト 収集した PCサイトコンテンツ（リサイクルコンテンツ）の一覧が表示

されます。 
リストを選択すると「オリジンビュー」と「変換ビュー」が切り替わ
ります。 

❶ （絞り込み） 収集した PCサイトコンテンツを絞り込みます。 
 （リストを選択） 「URLリスト」のすべてのチェックボックスにチェックを付ける、 

またはチェックの付いている PC サイトコンテンツのチェックを外し
ます。 

 （スターを付ける） チェックボックスにチェックを付けた複数の PC サイトコンテンツに
スター（★マーク）を付けます。 

 （カラーを付ける） チェックボックスにチェックを付けた複数の PC サイトコンテンツに
カラーを付けます。 

 （データの消去） 「URLリスト」に保存されている PCサイトコンテンツを削除します。 
 （リストを共有） 表示中の「URLリスト」の QRコードを表示します。 

URLリスト オリジンビュー 変換ビュー 

❶ ❸ ❷ 
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項 目 説 明 
 ドメイン表示 「オン」にすると、「URL リスト」に表示されている URL が、フル表

示になります。 
 詳細モード 「オン」にすると、再利用コンテンツのリクエスト時の POST データ

またはクエリ文字列の内容を表示します。 
 重複保存しない 「オン」にすると、「URLリスト」にすでに保存されている PCサイト

コンテンツを重複保存しません。重複は URL文字列で判断します。 
 全てのリソースを 

キャッシュで表示する 
「オン」にすると、「オリジンビュー」に表示されているすべての PC
サイトコンテンツがキャッシュで表示されます。 
（「オフ」の場合は、HTMLのみキャッシュで表示されます） 

 別タブ、別ウインドウも
保存する 

「オン」にすると、別タブ、別ウインドウで表示している PC用サイト
を取得することができます。 

オリジンビュー スマートフォン用サイト変換前の PC サイトコンテンツが表示されま
す。 

❷ （リロード） プレビューをリロードします。 
 （開発ファイルを 

閉じる） 
現在使用しているファイル（テンプレートファイルなど）を閉じ、 
現在の開発状態をリセットします。 

 （拡大） 表示されている PCサイトコンテンツを拡大します。 
 （縮小） 表示されている PCサイトコンテンツを縮小します。 
 JavaScriptを無効化 「オン」にすると、現在適用されている JavaScriptを無効化します。 
 Styleを無効化 「オン」にすると、現在適用されている HTML スタイルを無効化しま

す。 
変換ビュー スマートフォン用サイトへの変換結果が表示されます。 

※テンプレートがマッピングされていない場合は、PC用サイトが表示
されます。 

❸ （リロード） プレビューをリロードします。 
 （QRコード表示） プレビュー画面の QRコードを表示します。 
 （プレビューを別 

ウインドウで表示） 
プレビューを別ウインドウで表示します。 
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3.2. URL設定ステージで行う操作 
「URL設定ステージ」では以下の操作が行えます。 
 

 PC用サイトの取り込みと表示 

 URLリストの整理 

 URLリストのフィルタリング 

 実機テスト 
 

3.2.1. PC用サイトの取り込みと表示 
PC用サイトを GeneCodeIDEに取り込みます。 
URL設定ステージの初期画面は、GeneCodeIDE起動時に表示されている画面が取り込まれます。 
※ここでは、背景色の異なる別ページが保存される場合を例に説明しています。 
 

 PC用サイトの取り込み（再利用コンテンツの取得） 
1. 取り込みたい画面を「オリジンビュー」に表示します。 

2. 「オリジンビュー」に表示した PC用サイトの URLが、「URLリスト」に追加されます。 
収集した PC用サイトは、プロジェクト内に再利用コンテンツとして保持されます。 

 
 

2 
1 
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 PC用サイトの表示（再利用コンテンツの表示） 
1. 「URLリスト」から、開発対象の画面の URLをクリックします。 

2. 開発対象の画面が「オリジンビュー」に表示されます。 

 
 

3.2.2. URLリストの整理 
PCサイトコンテンツにカラーやスターを付けることで、「URLリスト」を整理することができます。 
 

 カラーを付ける 
1. カラーを付ける PCサイトコンテンツのチェックボックスに、チェックを付けます。 

 
2. 「URLリスト」ツールバーの （カラーを付ける）をクリックし、カラーを選択します。 

 

2 

1 

2 
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 スターを付ける 
1. スターを付ける PCサイトコンテンツの、チェックボックス横の星マーク（★マーク）をクリックし

ます。 

 
 

 Point 

 スターを付ける（複数選択） 
「URL リスト」ツールバーの （スターを付ける）をクリックすると、チェックを付けた複数の PC
サイトコンテンツにスターを付けることができます。 

 
 

 
 タイトルを変更する 
1. 「URLリスト」で変更したいタイトルをクリックし、新しいタイトルを入力します。 
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3.2.3. URLリストのフィルタリング 
URLリストに表示されている PCサイトコンテンツをフィルタリングします。 
 

1. 「URLリスト」ツールバーの （絞り込み）をクリックします。 

 
2. 「絞り込み条件」設定画面で条件を設定し、［実行］ボタンをクリックしてフィルタリングします。 

 
3. 設定した条件で、「URLリスト」がフィルタリングされます。 
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3.2.4. 実機テスト 
開発完了後、「URL設定ステージ」ではスマートフォンを使用した実機テストを行うことができます。 
 

1. 「URLリスト」ツールバーの （リストを共有）をクリックし、QRコードを表示します。 

2. QRコード上部に記載されている URLをコピーします。 
新しいタブを開き、コピーした URLをアドレスバーに貼り付け、Enterキーを押します。 

 
 

 注 意 
 プロキシ情報表示前の確認事項 
「URL リスト」ツールバーの［別タブ、別ウインドウも保存する］が「オフ」になっていることを確認
してください。 
［別タブ、別ウインドウも保存する］が「オン」になっている場合、プロキシ情報画面が「URLリスト」
に追加されます。 

 
3. 表示されたプロキシの情報をスマートフォンに設定します。 

 
 

3 

1 

2 
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 iPhoneの場合 
Wi-Fi設定画面の HTTPプロキシで設定 
します。 

 Androidの場合 
モバイルネットワークの設定画面で設定 
します。 
各端末の手順に従い、モバイルネット 
ワークの設定を行ってください。 

 

  
 

4. 「変換ビュー」で表示した QRコードをスマートフォンで読み取ります。 
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4. サーバー変換ステージ 
サーバー変換ステージでは、スマートフォン用サイト変換前の画面と変換後のプレビュー画面を見なが
らテンプレートを開発します。 
 

4.1. 操作画面について 
 

 
 

項 目 説 明 
オリジンビュー スマートフォン用サイト変換前の PC サイトコンテンツが表示され

ます。 
❶ （親要素を選択） クリックするごとに選択範囲を１つ上の要素へ拡張します。 
 （セレクタをコピー） ［セレクタ入力エリア］の内容をコピーします。 
 （前のセレクタ履歴） 1つ前の選択箇所を選択します。 
 （ソース表示） 選択箇所の HTMLソースを表示します。 
 （リロード） プレビューをリロードします。 
 （拡大） 表示されている PCサイトコンテンツを拡大します。 
 （縮小） 表示されている PCサイトコンテンツを縮小します。 
 JavaScriptを無効化 「オン」にすると、現在適用されている JavaScriptを無効化します。 
 Styleを無効化 「オン」にすると、現在適用されている HTMLスタイルを無効化し

ます。 
 マークを表示 「オン」にすると、HTMLに記述したマークが表示されます。 
 セレクタ入力エリア jQueryセレクタで取得したい要素を指定します。 

オリジンビュー テンプレート/サーバーJSエディター 変換 Halfビュー 

❶ ❹ ❷ 

❸ 
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項 目 説 明 

テンプレート/ 
サーバーサイド JSエディター 

テンプレートファイルやサーバーサイドで動作する JavaScript フ
ァイルを編集します。 

❷ 
 

フ
ァ
イ
ル
タ
ブ 

（新規ファイル） テンプレートファイルまたは JavaScript ファイルを新規作成しま
す。 

（開く） 保存済みのファイルを開きます。 
（最近開いたファイル） 最近編集したファイルを開きます。 
（再読み込み） ファイルを読み直します。 
（上書き保存） ファイルを上書き保存します。 
（別名バックアップ） 現在開いているファイルを別名で保存します。 
（開発ファイルを閉じる） 現在開いているファイルを閉じ、開発状態をリセットします。 

❸ 
 

編
集
タ
ブ 

（head表示） HTMLの head要素を表示します。 
（セレクタチェック） パーツの PC連動個所をチェックし、「オリジンビュー」に結果を 

表示します。 
（JS置換ルールの編集） PC用サイトの JavaScriptの文字列置換ルールを設定します。 

パーツカテゴリ 挿入するパーツのカテゴリを選択します。 
パーツの操作 パーツの操作を選択します。 
コードスニペット 挿入するコードスニペットを選択します。 

変換Halfビュー テンプレートによるサーバー変換結果が表示されます。 
「ブラウザー変換ステージ」での変換結果は含まれません。 

❹ （親要素を選択） クリックするごとに選択範囲を１つ上の要素へ拡張します。 
 （セレクタをコピー） ［セレクタ入力エリア］の内容をコピーします。 
 （前のセレクタ履歴） 1つ前の選択箇所を選択します。 
 （ソース表示） 選択箇所の HTMLソースを表示します。 
 （リロード） プレビューをリロードします。 
 （QRコード表示） 変換 Halfビューの QRコードを表示します。 
 セレクタ入力エリア jQueryセレクタで取得したい要素を指定します。 
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4.2. サーバー変換ステージで行う操作 
サーバー変換ステージでは以下の操作が行えます。 
 

 テンプレートファイルの新規作成 

 テンプレートファイルの編集 

 JavaScript置換ルールの作成 

 テンプレートマッピングの編集 
 

4.2.1. テンプレートファイルの新規作成 
テンプレートファイルを新規作成します。 
 

1. 「テンプレート/サーバーサイド JSエディター」の［ファイル］タブ－ （新規ファイル）をクリ
ックして、パターンファイルを選択し、「C:\genecode\projects\プロジェクト名\pattern」以下
にある「default01.html」を開きます。 

 
2. （上書き保存）をクリックして、名前を付けて「C:\genecode\projects\プロジェクト名

\template」以下にテンプレートとして保存し、編集します。 
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4.2.2. テンプレートファイルの編集 
指定した PC サイトコンテンツを特定の HTML 構造に変換して出力するパーツや、コードスニペットを
使用し、テンプレートを編集します。 
 

◆ パーツの配置 
1. 「テンプレート/サーバーサイド JS エディター」の［編集］タブ－［パーツカテゴリ］を選択し、

挿入するパーツをクリックします。 

 
 

2. 変換するコンテンツをクリックしてセレクタを指定、または「オリジンビュー」の［セレクタ入力
エリア］でセレクタを指定します。 

3. 「パーツ設定パネル」の［取得］ボタンをクリックして、セレクタを取得し、［確定］ボタンをクリ
ックします。 

 

2 

3 
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◆ コードスニペットの挿入 
1. 「テンプレート/サーバーサイド JS エディター」の［編集］タブ－［コードスニペット］から挿入

するコードスニペットを選択し、［挿入］ボタンをクリックします。 

 
 

 Point 

 パーツオプションを指定する 
パーツを配置する際に、各パーツのオプションを指定します。 
「テンプレート/サーバーサイド JS エディター」の［編集］タブ－［パーツカテゴリ］から、配置する
パーツを選択します。「パーツ設定パネル」の［パーツオプションを指定する］にチェックを付けて、各
オプションを指定します。 

 
 パーツを削除する 
配置したパーツは、以下の手順で削除します。 
「テンプレート/サーバーサイド JSエディター」で削除するパーツをクリックして、［編集］タブ－ 
［パーツの操作］から［削除］を選択し、［実行］ボタンをクリックします。 

 
 セレクタチェック 
［編集］タブ－ （セレクタチェック）をクリックすると、取得したセレクタが存在しない行が 
赤色で表示されます。 

 



サーバー変換ステージ（開発モード） 

 4-6 

 

 Point 

 ログの出力 
デバッグ用ログ：テンプレート開発時にデバッグログを出力する場合は、debug 関数を使用してログを

出力します。テンプレートの構文ミス、gc-scriptの記述ミスによるエラーも下記ファ
イルに出力されます。 
（出力先 C:\genecode\programs\genecode-ide-x.x.x\apache\logs\app.log） 

エラー用ログ ：GeneCodeサーバーWindows版で発生したエラーは、下記ファイルに出力されます。 
（出力先 C:\genecode\programs\genecode-ide-x.x.x\apache\logs\error.log） 

※「x.x.x」は、GeneCodeIDEのバージョン番号です。 
 

 コードアシスト機能 
エディターには、コードをより早く、より正確に入力するためにコードアシスト機能があります。 
プロパティや値のコード入力中に「Ctrl」＋「Space」キーを押すと、入力内容を補完するポップアップ
ウィンドウが表示されます。 

 
 

 文字列の検索、置換 
エディター内ではショートカットキーを使用して、文字列の検索または置換を行うことができます。 
検索：「Ctrl」＋「F」キー 
置換：「Ctrl」＋「Shift」＋「F」キー 
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4.2.3. JavaScript置換ルールの作成 
プログラムコード中に静的に書き込まれている URL、画像パスなどを置換する場合に使用します。 
対象となるのは、プログラムコード中の文字列リテラルのみとなります。 
 
◆ JavaScriptがHTML内に直接書かれている場合 
1. 「テンプレート/サーバーサイド JS エディター」の［編集］タブ－ （JS 置換ルールの編集）を

クリックし、［埋め込み］を選択します。 

 
 

2. 左のフィールドに置換対象文字列を、右のフィールドに置換後の文字列を入力し、［確定］ボタンを
クリックします。 

 、  をクリックするとルールの追加または削除ができます。 
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◆ JavaScriptが外部ファイルの場合 
1. 「テンプレート/サーバーサイド JS エディター」の［編集］タブ－ （JS 置換ルールの編集）を

クリックし、［ファイル...］を選択します。 

 
2. 置換したい JavaScriptファイルの絶対 URLを入力します。 

 
3. 左のフィールドに置換対象文字列を、右のフィールドに置換後の文字列を入力して、［確定］ボタン

をクリックし、gclファイルを作成します。 
 、  をクリックするとルールの追加または削除ができます。上部には作成される gclファイ

ルの保存先パスが表示されています。 
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4.2.4. テンプレートマッピングの編集 
GeneCodeIDE では、テンプレート保存時に、スマートフォン変換後の URL 作成とテンプレートマッピ
ングが自動で行われます。テンプレートマッピングを行うことで、作成したテンプレートを使用したス
マートフォン変換が行えます。 
テンプレートマッピングを変更する場合は、GeneCodeIDE設定画面の「変換マッピング」で編集します。 
 
◆ URLパスでマッピングさせる場合 
1. ［GeneCodeIDE］－［設定...］をクリックします。 

 
2. ［URL とテンプレートの変換マッピングを表示する］－  をクリックし、「変換マッピング」を

開き変更します。 
項目の先頭にあるボタンをクリックすると、マッピングの追加または削除ができます。 
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◆ URLパス以外の条件でマッピングさせる場合（コントローラーファイルの編集） 
1. ［URLパス］の左にあるボタンをクリックし、［この下にマッピングを追加］を選択します。 

 
2. 追加された行の［URL パス］にコントローラーを使用する URL パターンを、［テンプレートパス］

に「/controller.js」を入力し、［編集］ボタンをクリックします。 

 
3. 「コントローラーファイル編集」でファイルを編集し、［適用］ボタンをクリックします。 
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 注 意 
 エラーコントローラーについて 
エラーステータスコードを受け取った時のみ使用される「エラーコントローラー（error-controller.js）」
は、GeneCodeIDEから自動で書き換えられることはありません。変更する場合は手動で操作する必要が
あります。 
「エラーコントローラー（error-controller.js）」は、「エラーページの変換設定」で編集できます。 
編集後、［Ctrl］＋［s］キーを押すとファイルが保存されます。 
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5. ブラウザー変換ステージ 
ブラウザー変換ステージでは、PostJSによる JavaScriptプログラムを開発します。 
PC 用サイトの JavaScript をそのままスマートフォン用サイトで使用しても、動きやタグ構造に問題が
ない場合など、JavaScriptの動作や出力を変更する必要がない場合は、「ブラウザー変換ステージ」での
作業は不要です。 
 

5.1. 操作画面について 
 

 
 

項 目 説 明 
変換Halfビュー 「サーバー変換ステージ」での変換後の画面が表示されます。

PostJSの変換結果は含まれません。 
❶ （親要素を選択） クリックするごとに選択範囲を１つ上の要素へ拡張します。 
 （セレクタをコピー） ［セレクタ入力エリア］の内容をコピーします。 
 （前のセレクタ履歴） 1つ前の選択箇所を選択します。 
 （ソース表示） 選択箇所の HTMLソースを表示します。 
 （リロード） プレビューをリロードします。 
 （QRコード表示） 変換 Halfビューの QRコードを表示します。 
 セレクタ入力エリア jQueryセレクタで取得したい要素を指定します。 
PostJSエディター 実行タイミングの設定や、JavaScriptコードの編集ができます。 
❷ （新規スクリプト） PostJSファイル（gclファイル）を新規作成します。 
 （すべて保存） 編集中のファイルをすべて保存します。 

PostJSエディター 変換 Endビュー 

❶ ❹ ❷ 

変換 Halfビュー 

❸ 
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項 目 説 明 

❸ （保存） ファイルを上書き保存します。 
 （削除） ファイルを削除します。 
 （読み込み順を上に移動） ファイルの読み込み順を１つ上に移動します。 
 （読み込み順を下に移動） ファイルの読み込み順を１つ下に移動します。 
 （スクリプトを単体で 

実行） 
スクリプトが単体で実行されます。 

変換 Endビュー PostJSの変換も含めた最終画面が表示されます 
❹ （親要素を選択） クリックするごとに選択範囲を１つ上の要素へ拡張します。 
 （セレクタをコピー） ［セレクタ入力エリア］の内容をコピーします。 
 （前のセレクタ履歴） 1つ前の選択箇所を選択します。 
 （ソース表示） 選択箇所の HTMLソースを表示します。 
 （リロード） プレビューをリロードします。 
 （QRコード表示） 変換 Endビューの QRコードを表示します。 
 セレクタ入力エリア jQueryセレクタで取得したい要素を指定します。 
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5.2. ブラウザー変換ステージで行う操作 
ブラウザー変換ステージでは以下の操作が行えます。 
 

 PostJSファイルの新規作成 

 PostJSの実行タイミングの変更 

 PostJSの実行条件の変更 
 

5.2.1. PostJSファイルの新規作成 
PostJSファイルを新規作成します。 
 

1. 「PostJSエディター」の （新規スクリプト）をクリックします。 

 
2. タイトルを編集して、［編集］ボタンをクリックし、JavaScriptを記述します。 

 

2 

1 



ブラウザー変換ステージ（開発モード） 

 5-4 

 

 Point 

 PostJS読み込み順の入れ替え 
エディター内ツールバーの （読み込み順を上に移動）をクリックすると、プログラムの読み込み順が 
１つ上に移動します。 

 
 

 PostJSを無効にするには 
無効にする PostJSの［OFF］ボタンをクリックします。 
この機能を使うことで、一部 PostJSを無効にした時の動作を確認できます。 

 
 

 PostJSの単体テスト 
記述したプログラム自体の単体テストを行う場合は、エディター内ツールバーの （スクリプトを単体
で実行）をクリックします。 
実際に設定されたタイミングで動作させるのではなく、PostJSコードをその場で実行させ、処理結果を
プレビュー画面に反映します。（実行した PostJSコード以外は動作しません。）プレビューを実行前の状
態に戻す場合は、変換 Endビューツールバーの （リロード）をクリックします。 
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 Point 

 コードアシスト機能 
エディターには、コードをより早く、より正確に入力するためにコードアシスト機能があります。 
プロパティや値のコード入力中に「Ctrl」＋「Space」キーを押すと、入力内容を補完するポップアップ
ウィンドウが表示されます。 

 
 

 文字列の検索、置換 
エディター内ではショートカットキーを使用して、文字列の検索または置換を行うことができます。 
検索：「Ctrl」＋「F」キー 
置換：「Ctrl」＋「Shift」＋「F」キー 

 
 



ブラウザー変換ステージ（開発モード） 

 5-6 

5.2.2. PostJSの実行タイミングの変更 
PostJSの実行タイミングは 6種類あり、初期設定では［body要素構築後］が設定されています。 
初期設定を変更しなかった場合、ブラウザーのレンダリング後に記述した順番で実行されます。 
 

 head要素構築後 

ブラウザーが HTMLのパースを開始し、head要素の DOM構築が完了したタイミングで PostJSを
実行します。 
主にスマートフォン独自の JavaScriptプログラムを、body要素の前で実行する場合に使用します。 

 

 body要素構築後 

ブラウザーが HTMLのパースを開始し、body要素の DOM構築が完了したタイミングで PostJSを
実行します。 
ブラウザーの onload よりも早いタイミングで実行します。主にスマートフォン独自の JavaScript
プログラムを、body要素の後で実行する場合に使用します。 

 

 ノード追加・変更後 

対象のノードは、DOM 構築完了後に追加されたノードです。対象の要素は、jQuery セレクタで指
定します。他のタイミングに当てはまらない場合に使用します。 

ノード追加後：特定の要素の直下へ要素が追加されたタイミングで、PostJSを実行します。 
不定期なタイミングで要素が追加される場合で、タイミングを子要素の出現に 
限定したい場合に使用します。 
子孫の追加、削除、変更などの場合は、ノード変更後を使用します。 

ノード変更後：特定の要素およびその子孫ノードが変更されたタイミングで、PostJSを実行します。 
不定期なタイミングで、要素やテキストが変更される場合に使用します。 
なお、DOM構築完了時点で、指定要素そのものが存在している必要があります。 

 

 注 意 
 ノード追加、変更後のタイミングについて 
ノードの作成および変更は、PostJS が 100ms 毎にチェックを行い変更の有無を確認するため、ノード
の正確なステータスがわからず作成完了を正確に検知して動作するわけではありません。このタイミン
グを使用する場合は事前に十分なテストを行い、正確なタイミングを把握する必要があります。 

 ノード追加、変更後の対象外のタイミング 
ノード追加後：scriptタグ内の document.write関数により、DOM構築完了の途中でノードが追加され

る場合は対象外です。 
ノード変更後：DOM構築完了後にある要素が追加され、そのあとノードが変更された場合は対象外です。 
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 Ajax通信完了後 

Ajax通信とその後続処理（callback関数）が完了したタイミングで、PostJSを実行します。 
対象の Ajax通信は、URL（正規表現も可能）で指定します。Ajax通信の結果を利用して DOM
更新が行われた後で、DOM変換処理を追加したい場合などに使用します。 

 

 注 意 
 Ajax通信完了後の実行タイミングについて 

PostJS ver1.0.0では jQueryの ajax関数による Ajax通信のみに対応しているため、XMLHttpRequest
を直接記述している場合や、prototype.js、その他ライブラリが実行する Ajax通信は対象外です。 

 
 イベント処理後 

ブラウザー上で特定のイベントが発生したタイミングで、PostJSを実行します。イベント処理後の
タイミングとしては、DOMイベントと独自イベントの 2種類があります。 

DOMイベント：clickなどのイベント発生後の処理が完了したタイミングで、PostJSを実行します。
対象のイベント名および対象要素の jQueryセレクタを指定します。 

独自イベント ：独自イベント「scriptevent」が発生したタイミングで、PostJSを実行します。 
利用可能なタイミングが存在しない場合に使用します。JavaScriptコード内に独自
イベントを発火するコードを記載することで、JavaScriptコードの任意の場所に到
達したタイミングで PostJSを実行できます。 

 

 Point 

 DOMイベントについて 
イベント発生後に実行される処理が存在している場合は、これら一連の処理が完了したタイミングで
PostJSが実行されます。要素のイベント以外に、windowのイベント（resizeなど）や documentのイ
ベントにも対応しています。この場合、対象要素の指定は windowまたは documentとなります。 
※PostJS ver1.0.0 では、DOMContentLoaded イベントよりも後のタイミングで設定されたイベント
が存在する場合、PostJSによる呼び出しタイミングがイベント発生後の一連の処理の途中となります。 

 

 独自イベントについて 
独自イベントにはイベント IDが含まれるため、複数種類の独自イベントを区別することができます。な
お、このコードは PostJS が実行可能な環境でのみ動作するようになっているため、PostJS を使用しな
い環境への影響はありません。 

 
 他の PostJS処理後 

登録されている他の PostJS実行後のタイミングで PostJSを実行します。 
先行実行する PostJS の名前を指定します。JavaScript をすべて PostJS で作成する場合など、
複数の JavaScriptコードを連鎖的に実行する場合に使用します。 
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1. 実行タイミングを変更する PostJSの［実行タイミングを変更］をクリックし、実行タイミングを選
択します。 

 
 
◆ ［head要素構築後］、［body要素構築後］を選択した場合 
2. 確認画面で［OK］ボタンをクリックします。 

 
 

◆ ［head要素構築後］、［body要素構築後］以外を選択した場合 
2. 実行条件を設定し、［確定］ボタンをクリックします。 
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5.2.3. PostJSの実行条件の変更 
設定した PostJSの実行条件を変更します。 
 

 注 意 
 実行タイミングで［head 要素構築後］または［body 要素構築後］を選択した場合は、実行条件を変更
できません。 

 
1. 実行条件を変更する PostJSの［実行条件を変更］ボタンをクリックします。 

 
 

2. 実行条件を変更し、［確定］ボタンをクリックします。 
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6. デザインステージ 
デザインステージでは、スマートフォン用サイトの CSS、JavaScriptを記述します。 
 

6.1. 操作画面について 
 

 
 

項 目 説 明 
変換 Endビュー PostJS によるクライアントサイドでの変換を含む最終画面が表示

されます。 
❶ （親要素を選択） クリックするごとに選択範囲を１つ上の要素へ拡張します。 
 （セレクタをコピー） ［セレクタ入力エリア］の内容をコピーします。 
 （前のセレクタ履歴） 1つ前の選択箇所を選択します。 
 （ソース表示） 選択箇所の HTMLソースを表示します。 
 （リロード） プレビューをリロードします。 
 （QRコード表示） 変換 Endビューの QRコードを表示します。 
 セレクタ入力エリア jQueryセレクタで取得したい要素を指定します。 
CSS/JSエディター CSS やクライアントサイドで動作する JavaScript ファイルを編集

します。 
❷ （新規ファイル） CSSファイルまたは JavaScriptファイルを新規作成します。 
 （すべて保存） 編集中のファイルをすべて保存します。 
 （再読込） CSS、JavaScriptをファイルから読み直します。 

変換 Endビュー CSS/JSエディター CSSプレビュー 

❶ ➍ ❷ 

❸ 
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項 目 説 明 

 （別のファイルから開く） プレビューで使用されているファイル以外の CSSファイル、または
JavaScriptファイルを開くことができます。 

❸ （リンクタグをコピー） リンクタグをクリップボードにコピーします。 
 （保存） ファイルを上書き保存します。 
 （名前を付けて保存） ファイルに名前を付けて保存します。 
 （削除） ファイルを削除します。 
 （読み込み順を上に移動） ファイルの読み込み順を１つ上に移動します。 
CSSプレビュー CSSを適用したスマートフォン用サイトのプレビューが表示されま

す。 
❹ （親要素を選択） クリックするごとに選択範囲を１つ上の要素へ拡張します。 
 （セレクタをコピー） ［セレクタ入力エリア］の内容をコピーします。 
 （前のセレクタ履歴） 1つ前の選択箇所を選択します。 
 （ソース表示） 選択箇所の HTMLソースを表示します。 
 （リロード） プレビューをリロードします。 
 （QRコード表示） 変換 Endビューの QRコードを表示します。 
 （プレビューを別 

ウィンドウで表示） 
プレビューを別ウィンドウで表示します。 

 セレクタ入力エリア CSSセレクタで取得したい要素を指定します。 
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6.2. デザインステージで行う操作 
デザインステージでは以下の操作が行えます。 
 

 CSS、JavaScriptファイルの新規作成 

 CSS、JavaScriptのテンプレートへの適用（サーバー変換ステージ） 
 

6.2.1. CSS、JavaScriptファイルの新規作成 
スマートフォン用サイトのための CSSファイルまたは JavaScriptファイルを新規作成します。 
 

1. 「CSS/JSエディター」ツールバーの （新規ファイル）をクリックし、ファイルの種類を選択し
ます。 
※ここでは、CSSファイルを例に説明しています。 

 
2. 1で作成したファイルの  をクリックして展開し、コードを記述します。CSSファイルは、 

エディターで編集した時点で「CSSプレビュー」に反映されます。（リアルタイムプレビュー） 

 

2 

1 
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 注 意 
 JavaScriptファイルの「CSSプレビュー」への反映 

JavaScriptファイルを「CSSプレビュー」に反映させるにはファイルを保存して、「CSSプレビュー」 
ツールバーの （リロード）をクリックし、リロードする必要があります。 
また、Firefox上の「CSSプレビュー」で表示されている画面は、スマートフォンのWebブラウザーと
異なる場合があります。 
必ずスマートフォンで画面の確認を行ってください。 

 ファイルの削除について 
「CSS/JSエディター」上でファイルを削除すると、ディスク上からもファイルが削除されます。 
GeneCodeIDE 上からのみ削除する場合は、テンプレートの link タグまたは script タグを削除してくだ
さい。 

 
 Point 

 ファイル読み込み順の入れ替え 
エディター内ツールバーの （読み込み順を上に移動）をクリックすると、ファイルの読み込み順が 
１つ上に移動します。 
実際のファイル読み込み順を変更するためには、「サーバー変換ステージ」で linkタグ、scriptタグの 
順番を変更する必要があります。 

 
 

 コードアシスト機能 
エディターには、コードをより早く、より正確に入力するためにコードアシスト機能があります。 
プロパティや値のコード入力中に「Ctrl」＋「Space」キーを押すと、入力内容を補完するポップアップ
ウィンドウが表示されます。 

 
 

 文字列の検索、置換 
エディター内ではショートカットキーを使用して、文字列の検索または置換を行うことができます。 
検索：「Ctrl」＋「F」キー 
置換：「Ctrl」＋「Shift」＋「F」キー 
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6.2.2. CSS、JavaScriptのテンプレートへの適用（サーバー変換ステージ） 
5.2.1で記述した CSS、JavaScriptをテンプレートへ適用します。 
※ここでは、CSSファイルを例に説明しています。 
 
1. （リンクタグをコピー）をクリックして linkタグをコピーし、［リモコン］の （サーバー 

変換ステージ）をクリックして「サーバー変換ステージ」へ移動します。 

 
2. ［編集］タブ－［…］をクリックし、head タグを表示して１でコピーした link タグを貼り付けま

す。 
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